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   We handed out questionnaires to determine the impact of medical expense on the household 
economy at our university hospital in July, 1986. The urology department had more many male 
and aged patients than the other departments. The monthly medical expense average for outpa-
tients of urology and other departments was 29,705 yen, 20,298 yen and for inpatients 32,632, and 
59,591 yen, respectively. Of the urological patients, 64.1 % were concerned about great influence 
of medical expense on the household economy.





















統 計的解析方 法はXZ検 定,Student-t検定,
Mann-Whitnerの方法などを用いた.
結 果






科,整 形外科,耳 鼻科,眼 科,皮 膚科,精 神科,小 児








項 目が白紙のものはなかった.個hの 質問項 目での解
答率はパーセソテージで示 した.し た がって和 して






Tablc3.保険 の 種 類
ア ン ケ ー ト調 査(1986.力
















































504名の計1,243名で あ り,こ の うち 泌尿 器 科 患 老(以
下UROと 略す)は 外 来16名,入 院23名 の計39名
(全体 の3。1%)であ った(Tablei)・
1.年 齢(TaUlei)
年 齢 は,UROで は3歳 か ら87歳 まで(平 均54.5
歳),そ の他 の科 で は0歳 か ら90歳(平 均46・9歳)で
あ り,UROは 他 科 に比 ぺ て 高齢 者 が 多 い傾 向が 得
られ た(p<0。05).
2.性 別(F三g。1)
男 女 比 は,UROで は 男 性 患 老78.9%,女 性 患 者
21.1%,その他の科ではそれぞれ45.0%と55.0%の比
率であ り,UR,0は他科 と比較 して男性患老が多か
った(p〈0。05),
3.職業(Fig.2)』














































Table7.本院 以外 でか か って い る病 院
あ り な し
P*(%)=0.841



































ない人の割合はUROで は他科 と比較 して有意に多
力、った(P(%)=0β4i).
10.家族の年収(Fig.5)
家族全部の年収を調査してみ る と,UROで は他














































































ションが行なわれたが,筆 者らは最も問題 とな る個




齢,性 別,1ヵ 月の医療費,家 計に及ぼす影響などに
ついて,泌尿器科とその他の科の間で比較検討 した.
まず年齢,性 別については,予 測されたことではあ
るが,UROで は他科 と比較 して男性,高 齢者が多
かった.




































上田 ・大田黒:医 療費 ・家計
実感として感 じ取っているのであろう.
日本は今後益h高 齢者が多くな り,したがって泌尿
器科患者が増加するものと思われる.泌尿器科疾患の
予防が今後の医療費の低下をもたらし,ひいては医療
費の家計に及ぼす影響が少なくなる もの と考えられ
る.
結 語
泌尿器科疾患の家計に及ぼす影響を調べるため全科
を対象としたアンケート調査を行ない,泌 尿器科と他
科とを比較 し,以下の結果を得た.
1.泌尿器科患老は男性,高 齢者が多かった.
2.無職の割合は泌尿器科では43.6%,その他の科で
は4&6%を占めていた.
3.外来受診回数は泌尿器科患者は他科 より有意に少
なく,また入院期間も短かった.
4.泌尿器科では本人以外の家族で働いて収入を得て
いる人は少なかった.
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5.本院へ支払った自己負担金は泌尿器科では外来負
担分が他科より高額であったが,入院費では差がみら
れなかった.
6.家族全部の収入を合わせても年収500万円以下が
全体の41°oを占めていた.
7泌 尿器科では,現在支払っている医療費を高いと
感 じている人は17.900.まあ まあと感じている人は
56.4%であ り,64.1%が家計Y`及ぼす影響が大きいと
考えていた.
泌尿器科疾患の予防が医療費の低下をもたらし,家
計に及ぼす影響を少なくするものと予測される,
稿を終えるにあたり,アンケーh査 に御協力下さった名
古屋市立大学病院医療情報部副部長宮治眞先生と統計的解析
に御協力下さった名古屋市立大学計算機センター長谷川泰洋
先生に感謝いたします.
(1987年3月19日受 付)
